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第48回全日本クラブ野球選手権大会
全国大会 準優勝！！

◇試合結果◇
一回戦 ＶＳ ＳＮアーマンズＢＣ（沖縄） （７対０）
二回戦 ＶＳ 全府中野球俱楽部（東京） （９対３）
準決勝 ＶＳ ショウワコーポレーション（岡山） （３対２）
決 勝 ＶＳ マツゲン簑島硬式野球部（和歌山） （１対９）
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ＪＡＢＡ福島市長杯争奪野球大会

渡邉 拓海 投手
沢山の皆様の会場へのお越しと応援、仕事をしながらもご声援をいただきありがとうございました。
今回準優勝を果たしましたが、優勝することが出来ず悔しい想いがあります。来年の全国大会では、必

ず頂点を究めて監督、コーチ、キャプテンを胴上げできるように頑張ってまいります。
これからもエフコムＢＣへのご声援、よろしくお願い致します！

エフコムＢＣ 中島 周作 監督兼内野手、主将の八百板 飛馬 外野手と
敢闘賞受賞の渡邉 拓海 投手より本大会のコメントをいただきました！

中島 周作 監督兼内野手
全日本クラブ野球選手権大会にて、多大なるご声援を頂きありがとうございました。
全国で決勝の舞台まで経験出来たことは、私自身も野球人生の上で大きな財産になりました。昨年、福

島県大会の初戦で敗退した悔しさを力に変え、全国大会での飛躍を果たした選手・コーチ・スタッフには
感謝の気持ちで一杯です。本当に、ありがとうございました。
チームは準優勝でしたが、エフコムサポーターは「日本一の応援団」でした。トランペットとマイクで

の声援をオリジナル曲でコーディネート頂き、沢山の勇気が湧いてきました。来年こそ、サポーターの方
々と一緒に日本一になれる様に練習に励んで参ります。
今シーズンも、まだ大会が続いていきます。全勝出来るよう努めて参ります。今後とも、応援の程宜し

くお願い致します。

エフコムベースボールクラブエフコムベースボールクラブ

八百板 飛馬 外野手（主将）
全日本クラブ野球選手権も熱い応援ありがとうございました。準優勝という形で幕を閉じました。
悔しいの一言に尽きますが、全国決勝の舞台に立つのは容易なことではありません。昨年の負けから、

日本一になる事だけを目標に戦ってきました。悔し涙を流したり、結果が出ず悩んだり、居残り練習をし
たり、日々のメンバーの努力は並大抵の物ではありませんでした。キャプテンとして皆んなにありがとう
と伝えたいです。
敗北は、人を強くします！決勝戦での敗北は、私達への試練です。また来年日本一への挑戦が出来るこ

と、何が足りないのかチーム全員で考えて練習出来ることはこらからの楽しみとします。
応援団の方々を含め、エフコムＢＣは最高のチームです。このチームで来年も日本一目指しましょう！

エフコム大応援団エフコム大応援団
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一回戦 ＶＳ ＳＮアーマンズＢＣ（沖縄）

島津 翔 選手
内野手/出身校：聖光学院高校 ⇒ 国士舘大学

八百板 卓丸 選手
外野手/出身校：聖光学院高校

クラブ野球選手権全国大会初戦の相手は、九州地区代表のＳＮアーマンズＢＣ（沖縄）。台風接近による降雨とグラウンド状況
により試合開始時刻が変更となるも、初回無死１，３塁から３番松嶋選手の左前適時打で先制。更に１死満塁とし６番島﨑選手が
中前へ運び２−０とします。試合は２回表終了後、雨天によるサスペンデッドゲームで翌日に持ち越しとなりました。２回裏から
再開以降なかなか得点できず試合が動いたのは５回表の相手の攻撃、１死から２塁打で得点圏とされ３番打者に四球後の２死１，
２塁で、４番の右中間への鋭い打球を八百板卓丸選手がスーパーキャッチし得点を許しません。守備から勢いに乗ったエフコムＢ
Ｃは６回１死２塁の場面で９番渡邉翼選手の右翼への２ラン本塁打で追加点を奪い、尚も２死満塁として５番河野選手が押出し四
球を選び５−０と突き放します。その後も四球２つから１，２番の連続内野安打でコールドゲームとなり一回戦を突破しました。

島﨑 開史 選手
外野手/出身校：日立第一高校 ⇒ 福島大学

渡邉 翼 選手
内野手/出身校：聖光学院高校
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二回戦 ＶＳ 全府中野球倶楽部（東京）

芳屋 快 選手
投手/出身校：能代松陽高校 ⇒ 福島大学

伊藤 海斗 選手
外野手/出身校：酒田南高校

二回戦は、今年７月の一関市長杯で敗北を喫した関東地区代表の全府中野球倶楽部（東京）との対戦となりました。一回戦に続
き初回に無死１，３塁のチャンスを作り３番松嶋選手の左前適時打で幸先よく先制すると、続く５番河野選手のタイムリー、７番
東海林選手の２塁打で４−０とします。一方で２回裏は守備が乱れた後に内野ゴロの間に得点され４−２とリードが２点に縮まり
ます。しかし５回までに１０本のヒットを重ねたエフコムＢＣは、８−３と逆に得点差を広げます。６回には代打伊藤海斗選手が
右翼線を破る適時２塁打を放って１点を追加、リードを６点差として試合の流れを強く引き寄せました。その後は佐藤一希選手、
小川選手、芳屋選手、大内選手の投手リレーで得点を許さず、前回の借りを返すとともに一昨年の成績を上回る準決勝進出を決め
ました。

伊藤 琉晟 選手
外野手/出身校：酒田南高校 ⇒ 富士大学

東海林 歩喜 選手
内野手/出身校：仙台城南高校 ⇒ 八戸学院大学
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準決勝 ＶＳ ショウワコーポレーション

渡邉 拓海 選手
投手/出身校：酒田南高校 ⇒ 東日本国際大学

準決勝は前年度優勝チームである中四国代表のショウワコーポレーション（岡山）との一戦です。一回戦に続き先発の渡邉拓海
選手は、持ち味の打たせて取る投球スタイルで初回を３人で終わらせ上々の立ち上がりを見せます。試合は本大会３度目となる先
制、初回２死１塁から主将八百板飛馬選手の初球を狙った２ラン本塁打で主導権を握りました。続く２回の攻撃は先頭島﨑選手の
２塁打から相手のミスが絡み１，３塁とチャンスを作ると８番高野選手がスクイズを冷静に決め３−０と試合を優位進めます。し
かし４回は相手の１番からの打線の連打で２点を失い差は１点になりました。そこから７回まで好投を続けた渡邉拓海選手は、８
回先頭に２塁打を許して大内選手にバトンタッチ。大内選手が後続を３人で切り抜け、残すは９回のみとなりました。最終回は先
頭に死球を与えましたが変わった長根選手が３人で凌ぎ、初ユニフォームで臨んだエフコムＢＣが初の決勝進出を決めました。

高野 光輝 選手
コーチ兼捕手/出身校：聖光学院高校 ⇒ 敬愛大学

八百板 飛馬 選手
外野手/出身校：聖光学院高校

長根 尚樹 選手
投手/出身校：花巻東高校 ⇒ 東北公益文科大学
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決勝 ＶＳ マツゲン簑島硬式野球部

応援ありがとうございました！

武藤 正大 選手
捕手/出身校：田村高校 ⇒ 八戸学院大学

河野 勝人 選手
捕手/出身校：聖光学院高校 ⇒ 国士舘大学

小川 佳斗 選手
投手/出身校：八戸学院光星高校 ⇒ 八戸学院大学

全日本クラブ野球選手権大会最終戦となる決勝の相手は、過去５回の優勝経験を持つ西近畿代表の強豪チームマツゲン簑島硬式
野球部（和歌山）です。先発は佐藤一希選手、初回は制球が乱れるも無失点で抑えて試合がスタートしました。２回に味方の失策
から適時打を浴びて１点を失い、続く３回には変わった長根選手が長打や内野安打を集められ０−４。５回には小川選手と武藤選
手のバッテリーに交代。流れを変えて反撃に転じましたが得点は１点に止まり、力を発揮できないもどかしい展開となりました。
その後も相手に得点を許し、エフコムＢＣ初進出の決勝は１−９の７回コールドゲームとなり悔しさが残る中で幕を閉じました。

佐藤 一希 選手
投手/出身校：東海大学付属札幌高校 ⇒八戸学院大学


